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資料編 

 １ 市民アンケート調査結果の概要  
 

【１】調査の目的と概要 

 

計画の策定にあたり、本市に居住する身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉

手帳を所持している人及び障害児通所支援支給決定対象児童から無作為抽出した障がい

のある人を対象とし、障がいのある人における障がいの状況、住まいや暮らし、保健・医

療、保育・教育、就労などについての意識や福祉ニーズ等を把握し、今後の障がい者福祉

施策に活用することを目的として実施しました。 

 

 

 
市民アンケート調査 

18 歳以上 18 歳未満 

調査対象 

市内に住所を有する 18 歳以上の障

害者手帳所持者及び障害福祉サー

ビス利用者 

市内に住所を有する 18 歳未満の障

害者手帳所持者及び障害福祉サー

ビス利用者 

調査方法 郵送配布～郵送回収 

実施時期 令和５年２月 

有効回収数／

配布数 

（有効回収率） 

771 人／1,500 人 

（51.4％） 

252 人／500 人 

（50.4％） 

 

◆図表等の見方について◆ 

（１）集計は小数点以下第２位を四捨五入しています。また、未回答の場合もあるため、回答比率の合計は必ずしも

100％にならない場合があります。 

（２）２つ以上の回答を要する（複数回答）質問の場合、その回答比率の合計は 100％にならない場合があります。 

（３）図表や文中に示すＮは、比率算出上の基数（標本数）です。全標本数を示す「全体」を「Ｎ」、限定された回答者

数を「ｎ」で標記しています。 

（４）図表中においては見やすさを考慮し、回答割合が極端に少ない数値（例：0.0％、0.1％など）は、図と干渉して

見えにくい場合などに省略している場合があります。 

（５）図表によっては「その他」や「無回答」を省略しています。また、上位回答項目を抜粋して表記している場合があり

ます。 
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【２】回答者の属性 

 

１ 障がい別回収状況 

 

【18 歳以上】 （上段は構成比％、下段は回答件数） 

サンプル数 身体障害者手帳 療育手帳 
精神障害者 

保健福祉手帳 

手帳は持って 

いない 
無回答 

100.0 70.0 18.0 18.8 0.3 1.7 

771 540 139 145 2 13 

 

【18 歳未満】 

サンプル数 身体障害者手帳 療育手帳 
精神障害者 

保健福祉手帳 

手帳は持って 

いない 
無回答 

100.0 9.9 37.7 23.4 33.7 6.0 

252 25 95 59 85 15 

注：重複障がいにより複数の手帳所持者がいるため、構成比の合計は 100％を超えています。 

 

２ 年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

13.5

6.5

43.1

20.7

11.3

5.6

25.2

21.4

14.3

12.8

12.9

24.1

37.6

45.9

13.7

24.1

22.5

28.7

4.4

9.6

0.8

0.6

0.7

凡例（％）

全体(N=771)

【障害区分別】

身体障害者(n=540)

知的障害者(n=139)

精神障害者(n=145)

29歳

以下

30～

39歳

40～

49歳

50～

64歳

65歳

以上

無回答

1.6

4.0

1.1

2.4

15.9

12.0

7.4

1.7

30.6

24.2

16.0

24.2

15.3

34.1

23.4

40.0

28.4

27.1

15.3

18.7

12.0

22.1

25.4

11.8

13.1

16.0

13.7

23.7

4.7

3.2

3.2

6.8

1.2

凡例（％）

全体(N=252)

【障害区分別】

身体障害者(n=25)

知的障害者(n=95)

精神障害者(n=59)

手帳非所持者(n=85)

０～２歳 ３～５歳 ６～８歳 ９～11歳 12～14歳 15～17歳 無回答

18 歳以上 

18 歳未満 
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【３】調査結果抜粋（18歳以上） 

 

１ 相談について 

（１）不安や悩み 

不安や悩みについて、知的障がいのある人では「介助してくれる人の健康や体力のこと」

「支援してくれる人のこと」など、介助者や支援者についての不安を多く抱えています。

また、精神障がいのある人では「生活費や収入のこと」「仕事・就職のこと」など、収入や

仕事についての不安が多く回答されています。 

 

 
 

  

64.3

46.9

43.1

36.3

26.7

28.9

22.4

15.0

17.0

15.6

17.0

15.6

16.9

8.9

9.4

44.6

40.3

38.1

43.2

31.7

32.4

30.2

28.8

28.1

20.1

31.7

20.1

20.9

15.1

15.1

73.8

46.9

61.4

29.0

30.3

19.3

25.5

39.3

29.0

42.1

15.2

22.8

7.6

24.8

21.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

自分の体調のこと

老後のこと

生活費や収入のこと

介助してくれる人の健康や体力のこと

利用できる福祉制度のこと

緊急時・災害時のこと

外出・移動のこと

家族・学校・職場・近所

などでの人間関係のこと

家事（炊事・掃除・洗濯）のこと

仕事・就職のこと

支援してくれる人のこと

住まいのこと

介助・介護のこと

話し相手のこと

差別・偏見に関すること

身体障害者(n=540)

知的障害者(n=139)

精神障害者(n=145)

（％）

注：上位回答項目を抜粋 
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（２）相談先に望むこと 

相談先に望むことについて、知的障がいのある人では「１か所でどんな相談にも対応で

きること」、精神障がいのある人では「障害の特性に応じて専門の相談ができること」がほ

かの障がいに比べて高くなっています。 

 

 
  

41.9

36.9

25.6

23.0

22.8

14.4

11.7

10.0

9.8

4.4

1.7

10.0

50.4

38.1

31.7

19.4

23.0

18.7

15.1

7.9

9.4

0.7

2.2

5.8

35.9

46.2

27.6

25.5

18.6

22.1

11.7

6.9

7.6

4.1

3.4

9.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

１か所でどんな相談にも対応できること

障害の特性に応じて専門の相談ができること

身近な地域で気軽に相談できる場所が増えること

年齢や状況などに応じた情報を提供してくれること

休日や夜間、緊急時でも相談できること

障がいのある人やその家族など、

同じ立場の人に相談ができること

相談員の質を向上させること

電話・ＦＡＸ・電子メールでの相談ができること

自宅や病院、施設を訪問してくれること

スマホやパソコンなどで相手の顔を

見ながら遠隔で相談できること

その他

特にない

身体障害者(n=540)

知的障害者(n=139)

精神障害者(n=145)

（％）
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（３）相談支援専門員の認知状況 

相談支援専門員の「名前や顔を知っている」人は、全体では２割未満ですが、知的障が

いのある人では３割を占めています。 

 

 
 

 

（４）ピアサポート活動への参加意向 

ピアサポート活動については「悩みなどを聞く立場で参加してみたい」「聞いてもらう立

場で参加してみたい」を合わせて１割未満と少ない状況ですが、「具体的な内容を聞いたう

えで参加を検討してみたい」が約３割を占めています。 

 

 

  

15.0

13.0

30.2

17.2

26.5

27.4

16.5

28.3

53.6

55.6

45.3

51.0

4.9

4.1

7.9

3.4

凡例（％）

全体(N=771)

【障害区分別】

身体障害者(n=540)

知的障害者(n=139)

精神障害者(n=145)

担当の人の

名前や顔を
知っている

いることは知っ

ているが相談
したことはない

知らない 無回答

4.3

4.3

2.2

5.5

4.5

3.5

10.1

2.1

29.7

29.6

30.9

34.5

52.4

53.0

46.0

51.0

9.1

9.6

10.8

6.9

凡例（％）

全体(N=771)

【障害区分別】

身体障害者(n=540)

知的障害者(n=139)

精神障害者(n=145)

悩みなどを聞く

立場で参加
してみたい

悩みなどを

聞いてもらう
立場で参加

してみたい

具体的な内容

を聞いたうえで
参加を検討して

みたい

参加して

みたいと
思わない

無回答
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２ 障害福祉サービスの利用について 

（１）障害福祉サービスの利用状況・利用意向 

現在、利用している障害福祉サービスは「計画相談支援」「生活介護」「短期入所（ショー

トステイ）」「移動支援」「居宅介護（ホームヘルプ）」の順に多くなっています。今後利用

したい障害福祉サービスは「就労移行支援」「移動支援」「就労継続支援（Ａ型）」「自立訓

練」の順に多く、現在の利用に比べて就労系のサービスに対するニーズが目立っています。 

 

 
 

  

7.6 

7.1

7.1 

6.8 

6.2

6.1

5.2 

4.7

4.4 

3.9

3.8

3.8

3.6

3.2

2.7 

2.5

2.3

2.2 

2.1

1.8

1.6

1.0

6.6

2.2

3.0

2.3

0.8

10.9

6.0

7.4

5.1

0.8

1.3

4.8

0.8

3.1

1.6

3.8

8.3

1.3

1.0

0.4

0.0 2.0 4.0 6.0 8.0 10.0 12.0

就労移行支援

移動支援

就労継続支援（Ａ型）

自立訓練（※）

就労定着支援

地域定着支援

計画相談支援

居宅介護（ホームヘルプ）

短期入所（ショートステイ）

就労継続支援（Ｂ型）

自立生活援助

共同生活援助（グループホーム）

日中一時支援

地域移行支援

施設入所支援

療養介護

行動援護

生活介護

重度訪問介護

重度障害者等包括支援

同行援護

今後新たに利用したいサービス

利用しているサービス

（％）

全体(N=771)

※自立訓練（機能訓練、生活訓練、宿泊型自立訓練） 

注：今後新たに利用したいサービスについて「就労移行支援」「就労継続支援（Ａ型）」「自立訓練」「計画相談支援」

「短期入所」「施設入所支援」「生活介護」は、64 歳以下（n=591）で集計した割合 
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（２）障害福祉サービスに対する不満 

障害福祉サービスに対する不満としては「サービス内容についての情報が少ない」をは

じめ「利用したいサービスがあるのに条件に合わず利用できない」「利用したい日や時間に

利用できない」などが続きます。 

 

  

 

（３）障害福祉サービスを利用しやすくするために必要なこと 

障害福祉サービスを利用しやすくするために必要なことについて、知的障がいのある人

では「施設の職員などの人数を増やしてほしい」、精神障がいのある人では「自分に適切な

サービスをアドバイスしてほしい」などが、それぞれほかの障がいに比べ多く回答されて

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

12.9

11.4

11.4

9.0

6.7

5.7

5.2

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0

サービス内容についての情報が少ない

利用したいサービスがあるのに

条件に合わず利用できない

利用したい日や時間に利用できない

支給決定までに時間がかかりすぎる

身近な施設や事業所を利用できない

建物や設備が障害に配慮されていない

こちらの要望を聞いてくれない

全体(n=210)

（％）

注：上位回答項目を抜粋 

43.0

32.6

28.5

31.5

28.3

27.0

20.4

20.0

17.4

14.6

8.5

27.3

34.5

30.2

32.4

25.9

20.1

15.1

22.3

16.5

19.4

16.5

42.8

37.9

42.8

26.9

32.4

29.0

19.3

13.1

19.3

18.6

5.5

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

どのようなサービスがあるのか、

定期的に情報を提供してほしい

申請や手続きの方法をわかりやすくしてほしい

自分に適切なサービスをアドバイスしてほしい

必要なときにすぐに利用できるようにしてほしい

障害の特性に応じた方法で情報を提供してほしい

申請や手続きを素早くできるようにしてほしい

サービスの費用負担を軽減してほしい

高齢になっても使えるサービスや施設がほしい

どこに住んでいても同じサービスが

受けられるようにしてほしい

身近な場所でサービスが受けられるようにしてほしい

施設の職員などの人数を増やしてほしい

身体障害者(n=540)

知的障害者(n=139)

精神障害者(n=145)

（％）

注：上位回答項目を抜粋 
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３ 住まいや暮らしについて 

（１）外出時に困ること 

外出時に困ることについては、障がい区分によって差がみられ、身体障がいのある人で

は「道路や歩道の階段や段差」が多く、知的障がいのある人では「出先で困ったときの対

応」をはじめ「切符の買い方や乗り換え方法」「介助者の確保」など、精神障がいのある人

では「外出費用」や「発作など突然の身体変化」「周囲の目」などが、それぞれ多く回答さ

れています。 

 

 
  

30.6

15.6

18.3

25.4

19.8

13.0

17.2

8.5

5.6

6.5

6.9

5.7

23.9

28.1

42.4

16.5

12.9

20.1

12.2

12.9

15.8

23.0

10.1

12.9

5.8

12.2

36.6

28.3

33.8

9.7

9.7

29.7

9.0

22.8

11.0

8.3

5.5

4.8

16.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

公共交通機関が少ない

困ったときにどうすればいいのか心配

外出にお金がかかる

道路や歩道に階段や段差が多い

バスや電車の乗り降りが困難

発作など突然の身体変化が心配

外出先の通路やトイレ、エレ

ベーターなどの設備が不便

周囲の目が気になる

切符の買い方や乗り換え方法がわかりにくい

タクシー乗車助成券が使いにくい

介助者が確保できない

その他

特にない・外出しない

身体障害者(n=540)

知的障害者(n=139)

精神障害者(n=145)

（％）
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（２）地域で安心して暮らすために必要と思う支援 

地域で安心して暮らすために必要と思う支援について、身体障がいのある人では「自宅

で医療ケアを受けられること」、知的障がいのある人では「食事や入浴、移動など日常生活

で必要なサービスや訓練が適切に利用できること」「自分の意思を正しく伝え、理解しても

らえるようになること」などのニーズが高くなっています。 

 

 
  

52.4

43.9

38.7

38.5

33.7

27.2

26.1

18.9

16.1

21.7

14.6

1.7

6.1

36.7

39.6

48.2

48.2

44.6

17.3

25.2

32.4

38.1

7.9

20.9

2.2

4.3

59.3

36.6

38.6

41.4

24.1

22.8

16.6

34.5

28.3

12.4

16.6

2.8

3.4

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

医療や生活にかかる費用の負担が軽減されること

病院や施設、市などが連携して、障がいのある人が

地域で安心して暮らせるようにすること

相談したいときに、身近な場所ですぐに対応してもらえること

障がいのある人にとって暮らしやすい住まいが確保できること

食事や入浴、移動など日常生活で必要な

サービスや訓練が適切に利用できること

どこに住んでいても、スムーズに移動ができること

災害など緊急のときに、一時的に過ごせる場所があること

地域の人が障害について十分に理解してくれること

自分の意思を正しく伝え、理解してもらえるようになること

自宅で医療ケアを受けられること

仲間と気軽に集まって過ごせる憩いの場があること

その他

特にない

身体障害者(n=540)

知的障害者(n=139)

精神障害者(n=145)

（％）
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４ 防災・防犯について 

（１）近所の人との付き合い程度 

近所の人との付き合い程度については、「ほとんど近所付き合いはない」「あいさつや立

ち話をする程度の人がいる」がそれぞれ約４割を占め、「困ったときに助け合う親しい人が

いる」は１割程度となっています。精神障がいのある人の６割近くが「ほとんど近所付き

合いはない」と回答しています。 

 

 
 
 

（２）近所で助けてくれる人の有無 

近所で助けてくれる人については、約２割が「いる」と回答しており、「いない」が約３

割、「わからない」が約４割となっています。精神障がいのある人では「いない」の割合が

高く、近所に親しい人がいる人では「いる」の割合が高くなっています。 

 

 
  

11.5

14.1

7.9

2.1

3.0

3.1

2.2

2.1

39.3

40.4

32.4

35.9

41.0

36.7

48.2

57.9

5.2

5.7

9.4

2.1

凡例（％）

全体(N=771)

【障害区分別】

身体障害者(n=540)

知的障害者(n=139)

精神障害者(n=145)

困ったときに

助け合う親し

い人がいる

お互いに

訪問し合う

人がいる

あいさつや立ち

話をする程度の

人がいる

ほとんど近所

付き合いはない

無回答

23.2

27.0

14.4

11.7

70.5

22.4

8.5

31.8

28.3

27.3

52.4

6.3

22.8

51.6

40.7

40.6

51.1

31.7

20.5

54.1

38.6

4.3

4.1

7.2

4.1

2.7

0.7

1.3

凡例（％）

全体(N=771)

【障害区分別】

身体障害者(n=540)

知的障害者(n=139)

精神障害者(n=145)

【付き合い程度別】

親しい人がいる(n=112)

あいさつ程度(n=303)

付き合いはない(n=316)

いる いない わからない 無回答
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（３）避難所の認知状況 

避難所の場所については、約６割が認知していますが、知的障がいのある人では、ほか

の障がいに比べて「知らない」の割合が高くなっています。 

 

 
 

 

（４）災害時に必要な対策 

災害時に必要な対策について、知的障がいのある人では「避難するときや避難場所で介

助者や支援者が確保できること」、精神障がいのある人では「避難先でも適切な医療や薬を

受け取ることができること」がそれぞれほかの障がいを大きく上回っています。 

 

  

  

56.7

60.7

45.3

48.3

19.2

19.6

13.7

22.8

21.1

16.7

37.4

26.9

3.0

3.0

3.6

2.1

凡例（％）

全体(N=771)

【障害区分別】

身体障害者(n=540)

知的障害者(n=139)

精神障害者(n=145)

場所を知って

いる

あることは知っている

が場所は知らない

知らない 無回答

注：上位回答項目を抜粋 

35.9

36.5

30.2

27.4

30.4

26.9

21.5

12.4

38.1

32.4

24.5

27.3

24.5

30.9

32.4

12.9

49.7

27.6

30.3

25.5

22.8

17.9

15.2

17.9

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

避難先でも適切な医療や薬

を受け取ることができること

安全な場所まで、すぐに避難

できる対策ができていること

避難所生活でプライバシー（間仕切りなど）

を守る対策ができていること

障害の特性に応じて、避難場所や

被害状況の情報が手に入ること

障がいのある人に配慮したトイレ

などの設備が整っていること

福祉避難所など障がいのある人に配慮

した避難場所が確保できること

避難するときや避難場所で介助者

や支援者が確保できること

災害時でも、周囲の人とコミュ

ニケーションがとれること

身体障害者(n=540)

知的障害者(n=139)

精神障害者(n=145)

（％）
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５ 理解促進・コミュニケーションについて 

（１）差別や嫌な思いをした経験 

差別や嫌な思いをした経験が「ある」人は約４割で、特に知的及び精神障がいのある人

に多くみられます。また、発達障がいの診断を受けている人において、経験がある人が多

くなっています。 

 

 
 

 

（２）障がいに対する周りの人の理解 

障がいに対する周りの人の理解について「理解していると思う」人は６割以上を占めて

いますが、精神障がいのある人の約４割が「理解していないと思う」と回答しています。 

 

 
  

38.0

33.3

48.9

50.3

56.3

36.0

35.8

40.9

18.0

24.8

18.4

38.6

21.4

20.9

27.3

20.7

20.7

21.4

4.8

4.8

5.8

4.1

4.6

4.0

凡例（％）

全体(N=771)

【障害区分別】

身体障害者(n=540)

知的障害者(n=139)

精神障害者(n=145)

【発達障害診断別】

受けている(n=87)

受けていない(n=625)

ある ない わからない 無回答

10.9

11.5

13.7

6.9

52.7

54.6

52.5

44.8

23.6

22.0

23.0

30.3

7.3

6.3

6.5

11.7

5.6

5.6

4.3

6.2

凡例（％）

全体(N=771)

【障害区分別】

身体障害者(n=540)

知的障害者(n=139)

精神障害者(n=145)

十分に理解

していると
思う

ある程度

理解して
いると思う

あまり理解

していない

まったく

理解して
いない

無回答



125 

 

（３）コミュニケーションをとるときに困ること 

コミュニケーションをとるときに困ることについて、身体障がいのある人は半数近くが

「困っていることはない」と回答していますが、知的及び精神障がいのある人では「一度

にたくさんのことを言われると混乱する」「自分の言いたいことが相手に伝わらない」など

困る場面が多く回答されています。特に知的障がいのある人では「災害時などの緊急の連

絡ができない」ことなどが多く回答されています。 

 

 

  

18.3

20.7

11.9

13.5

11.3

10.4

5.6

3.9

2.4

1.9

2.0

4.8

46.9

56.8

56.1

37.4

38.8

27.3

13.7

2.2

0.7

0.7

0.7

1.4

5.0

5.8

53.1

47.6

42.8

31.0

7.6

13.1

0.0

1.4

1.4

0.7

0.0

7.6

13.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

一度にたくさんのことを言われると混乱してしまう

自分の言いたいことが相手に伝わら

ない、または間違って伝わる

自分の意見を言うタイミングがつかめない

相手が何を話しているのか理解できない

災害時など緊急の連絡ができない、

または連絡を受け取れない

公共の場で放送やアナウンスが聞きとれない

相手にマスクを外してもらう必要がある

手話や筆談、点字や音訳など

をしてもらう必要がある

電話リレーサービスが周知されていない

手話通訳や要約筆記をしてくれる人が少ない

意思を伝えるために特殊な

機械や装置が必要である

その他

困っていることはない

身体障害者(n=540)

知的障害者(n=139)

精神障害者(n=145)

（％）
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（４）成年後見制度の認知状況 

「成年後見制度」を内容まで知っている人は、おおむね４人に１人の割合です。 

 

 

 

 

（５）成年後見制度の利用意向 

成年後見制度の今後の利用については、知的及び精神障がいのある人、発達障がいの診

断を受けている人で意向を示す人が多くなっています。 

 

 

  

25.7

27.4

18.0

29.0

30.2

30.2

22.3

34.5

37.6

34.8

51.1

35.2

6.5

7.6

8.6

1.4

凡例（％）

全体(N=771)

【障害区分別】

身体障害者(n=540)

知的障害者(n=139)

精神障害者(n=145)

言葉も内容も

知っている

言葉を知って

いるが、内容
は知らない

言葉も内容も

知らない

無回答

13.5

10.4

24.5

17.9

29.9

11.7

69.3

71.1

54.7

71.7

57.5

72.0

17.3

18.5

20.9

10.3

12.6

16.3

凡例（％）

全体(N=771)

【障害区分別】

身体障害者(n=540)

知的障害者(n=139)

精神障害者(n=145)

【発達障害診断別】

受けている(n=87)

受けていない(n=625)

利用したいと思う 利用したいとは思わない 無回答
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６ 就労について 

（１）就労状況 

現在、働いて収入を得ている人は約半数です。正社員として働いている人は、おおむね

５人に１人の割合で、パート・アルバイト等の人も同程度となっています。知的障がいの

ある人では、通所施設に通って賃金（工賃）をもらっている人が多くみられます。 

 

 
 

 

（２）一般就労への希望 

通所施設に通っている人の３割が一般就労（一般企業などで働く）への希望を示してお

り、特に精神障がいのある人で希望者が多くなっています。 

 

 

  

19.6

22.2

3.6

17.9

17.9

15.2

22.3

20.7

4.2

5.6

0.7

0.7

7.8

4.1

28.1

9.0

43.2

44.8

35.3

47.6

7.4

8.1

10.1

4.1

凡例（％）

全体(N=771)

【障害区分別】

身体障害者(n=540)

知的障害者(n=139)

精神障害者(n=145)

正社員

として
働いて

いる

パート・アル

バイト等や
派遣社員と

して働いて

いる

自宅で働い

ている（自
営業、創作

活動などに

よる収入）

通所施設に

通って賃金
（工賃）をも

らっている

働いて

いない
（または

できない）

無回答

30.0

27.3

25.6

53.8

56.7

59.1

61.5

38.5

13.3

13.6

12.8

7.7

凡例（％）

全体(n=60)

【障害区分別】

身体障害者(n=22)

知的障害者(n=39)

精神障害者(n=13)

思う 思わない 無回答
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（３）仕事をするうえでの不安や不満 

現在、仕事をしている人の不安や不満について、精神障がいのある人では「賃金（工賃）

が少ない」をはじめ「職場の人間関係」「収入が安定しない」「仕事がむずかしい」など、

ほかの障がいに比べて回答が多岐にわたっています。また、知的障がいのある人では「職

場の人間関係がむずかしい」が多くなっています。 

 

 

  

18.5

16.5

15.7

9.8

12.2

9.1

9.1

7.9

12.2

5.9

7.5

3.9

3.5

37.0

23.7

31.6

6.6

13.2

10.5

9.2

7.9

10.5

7.9

3.9

3.9

7.9

1.3

27.6

35.7

27.1

18.6

25.7

15.7

18.6

15.7

15.7

2.9

24.3

12.9

1.4

10.0

18.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

賃金（工賃）が少ない

職場の人間関係がむずかしい

仕事がきつい

収入が安定しない

通勤するのがたいへん

自分の体力や能力に合った

内容の求人や仕事がない

職場での待遇が不安定

困ったことを相談できる相手がいない

障害者用の設備が十分でない

仕事がむずかしい

昇級や昇進が平等ではない

施設の外で仕事をすることができない

その他

特にない

身体障害者(n=254)

知的障害者(n=76)

精神障害者(n=70)

（％）
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（４）働きやすくなるために必要なこと 

障がいがあっても働きやすくなるために必要なこととして、特に知的障がいのある人で

は「職場に介助などの支援をしてくれる人がいること」、精神障がいのある人では「働きな

がら通院できること」へのニーズが高くなっています。 

 

 

  
39.4

32.2

26.3

27.0

27.6

22.0

24.6

15.0

10.9

10.7

7.0

7.4

6.7

4.6

2.8

3.1

16.3

41.7

23.7

34.5

35.3

10.8

9.4

5.8

15.8

28.8

13.7

17.3

5.0

5.0

3.6

3.6

1.4

20.9

42.8

44.8

39.3

29.0

42.8

29.7

6.2

16.6

11.0

17.2

8.3

14.5

9.0

9.7

6.2

5.5

11.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

障害があっても働ける場所が増えること

短時間勤務など柔軟な働き方ができること

職場で差別がないこと

通勤手段が確保されていること

働きながら通院できること

家で働くことやテレワークなど

いろいろな働き方ができること

職場にバリアフリーなどの配慮があること

通勤にかかる費用が軽減されること

職場に介助などの支援をして

くれる人がいること

就労に向けた相談の場が充実していること

障がいのある仲間と一緒に働けること

専門的な技術を身に着ける

職業訓練が充実していること

ホームページの作成などパソコン

を使って仕事ができること

就労の準備のためにかかる交通費

などの費用が軽減されること

音楽や美術など創作活動を

生かした仕事ができること

その他

特にない・わからない

身体障害者(n=540)

知的障害者(n=139)

精神障害者(n=145)

（％）
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７ 行政の福祉施策について 

（１）市が力を入れるべき取組 

市が力を入れるべき取組について、身体障がいのある人では「施設や建物をバリアフ

リー化する」、知的障がいのある人では「障害福祉サービスを利用しやすくする」、精神障

がいのある人では「医療費の助成や手当の支給など経済的な支援を充実する」「就労のため

の支援や働く場を増やす」などがそれぞれほかの障がいに比べて高くなっています。 

 

  

 

  

注：上位回答項目を抜粋 

50.9

44.4

34.4

28.5

30.2

32.8

27.2

20.6

16.5

19.1

10.6

10.4

8.5

8.0

6.5

37.4

52.5

43.2

31.7

36.0

23.7

11.5

18.0

21.6

11.5

17.3

14.4

13.7

15.8

0.7

61.4

44.8

42.8

42.1

29.7

29.7

25.5

10.3

11.7

9.0

20.0

20.7

11.0

9.0

1.4

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

医療費の助成や手当の支給など

経済的な支援を充実する

障害福祉サービスを利用しやすくする

身近な場所ですぐに相談

できる場所を増やす

就労のための支援や働く場を増やす

誰もが障害について学び、

理解を深める機会を増やす

障害があっても移動しやすい道路や

交通機関など利便性を向上する

医療・保健・福祉に関する

情報提供を充実する

災害時の避難支援体制を充実する

障害福祉サービスから介護保険サービス

へスムーズに移行できる体制を整える

施設や建物をバリアフリー化する

財産や権利を守る支援を充実する

地域で生活するための住まいを確保する

住民と障がいのある人がふれあう機会や

コミュニケーションの場を充実する

参加しやすいスポーツ、芸術・

文化活動、生涯学習を充実する

手話や音声などを活用し

情報を手に入れやすくする

身体障害者(n=540)

知的障害者(n=139)

精神障害者(n=145)

（％）
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【４】調査結果抜粋（18歳未満） 

 

１ 相談について 

（１）困っていることや悩み 

困っていることや悩みについて、身体障がいのある子どもを持つ保護者では「子どもの

体調のこと」、知的障がいのある子どもの保護者では「生活費や収入のこと」「外出・移動

のこと」、精神障がいのある子どもの保護者では「仕事・就職のこと」などがそれぞれほか

の障がいに比べて高くなっています。 

 

 

88.0

44.0

24.0

28.0

36.0

40.0

32.0

48.0

28.0

48.0

28.0

12.0

16.0

89.5

57.9

43.2

49.5

36.8

40.0

40.0

46.3

36.8

24.2

26.3

22.1

22.1

79.7

74.6

59.3

62.7

25.4

33.9

32.2

23.7

18.6

32.2

25.4

18.6

18.6

65.9

80.0

56.5

31.8

35.3

21.2

24.7

10.6

14.1

10.6

17.6

15.3

16.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

子どもが大人になって

から（将来）のこと

就学・進学・教育のこと

家族・学校・職場・近所など

での人間関係のこと

仕事・就職のこと

差別・偏見に関すること

利用できる福祉制度のこと

生活費や収入のこと

緊急時・災害時のこと

外出・移動のこと

子どもの体調のこと

子どもを支援してくれる人のこと

子どもの結婚のこと

情報収集のこと

身体障害者(n=25)

知的障害者(n=95)

精神障害者(n=59)

手帳非所持者(n=85)

（％）

注：上位回答項目を抜粋 
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（２）相談先に求めること 

相談先に求めることとしては、「（４）障害の特性に応じて専門の相談ができること」が

最も多く、次いで「（10）年齢や状況などに応じた情報を提供してくれること」「（２）１か

所でどんな相談にも対応できること」などの順となっています。 

 

 

  

44.8 

50.8 

44.8 

70.6 

27.0 

25.4 

20.6 

12.7 

16.3 

61.5 

46.4 

41.3 

32.5 

36.1 

23.8 

36.9 

27.0 

32.9 

23.0 

27.8 

28.6 

29.0 

7.1 

10.7 

12.7 

2.0 

24.2 

28.6 

31.7 

42.1 

33.7 

5.2 

18.3 

2.8 

0.8 

0.8 

0.4 

4.8 

9.5 

6.3 

10.7 

13.1 

0.8 

1.2 

1.2 

1.6 

1.2 

0.8 

3.2 

5.6 

3.6 

7.5 

4.8 

1.2 

1.6 

2.8 

3.6 

4.4 

2.4 

4.0 

4.0 

4.8 

4.0 

4.4 

2.8 

3.6 

凡例（％）

全体(N=252)

（１）どのような相談先があるのか、

定期的に情報を提供すること

（２）１か所でどんな相談

にも対応できること

（３）身近な地域で相談できること

（４）障害の特性に応じて

専門の相談ができること

（５）障がいのある人やその家族など、

同じ立場の人に相談ができること

（６）休日や夜間、緊急時

でも相談できること

（７）電話・ＦＡＸ・電子メール

での相談ができること

（８）スマホやパソコンなどで相手の顔を

見ながら遠隔で相談できること

（９）自宅や病院、施設を

訪問してくれること

（10）年齢や状況などに応じた

情報を提供してくれること

（11）相談員の質を向上させること

とても必要 どちらかと

いえば必要

どちらとも

いえない

どちらかと

いえば必要

ではない

必要では

ない

無回答
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（３）介助者が必要としている支援 

介助者が必要としている支援については「相談支援や情報提供の充実」が最も多く、次

いで「経済的な支援」「心身のリフレッシュ」「就労への支援」の順となっています。 

 

 
 

 

（４）ピアサポート活動への参加意向 

ピアサポート活動については「悩みなどを聞く立場で参加してみたい」「聞いてもらう立

場で参加してみたい」を合わせて１割程度と少ない状況ですが「具体的な内容を聞いたう

えで参加を検討してみたい」が約６割を占めています。 

 

 

 

  

51.6

39.3

38.5

27.8

17.1

4.4

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

相談支援や情報提供の充実

経済的な支援

心身のリフレッシュ

就労への支援

障がいのある子どもを持つ

家族同士の交流

その他

全体(N=252)

（％）

3.2

4.0

3.2

1.7

3.5

8.7

8.0

5.3

11.9

9.4

61.1

64.0

69.5

62.7

56.5

24.2

20.0

18.9

22.0

27.1

2.8

4.0

3.2

1.7

3.5

凡例（％）

全体(N=252)

【障害区分別】

身体障害者(n=25)

知的障害者(n=95)

精神障害者(n=59)

手帳非所持者(n=85)

悩みなどを聞く

立場で参加

してみたい

悩みなどを

聞いてもらう

立場で参加

してみたい

具体的な内容

を聞いたうえ

で参加を検討

してみたい

参加して

みたいと

思わない

無回答
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２ 障害福祉サービスの利用について 

（１）障害福祉サービスの利用状況・利用意向 

現在、利用している障害福祉サービスは「放課後等デイサービス」が最も多く、次いで

「児童発達支援」「計画相談支援・障害児相談支援」「保育所等訪問支援」の順となってい

ます。今後利用したい障害福祉サービスについても「放課後等デイサービス」が最も多く

なっています。以下「日中一時支援」「移動支援」「短期入所（ショートステイ）」が続き、

現在の利用に比べて介助者が不在のときの対応や外出の支援に対するニーズが目立って

います。 

 

 

  

16.7

11.5

11.1

8.3

7.5

7.5

6.0

5.6

4.4

2.8

2.4

2.4

1.2

1.2

0.8

53.2

2.4

4.4

5.6

34.1

30.2

14.3

3.2

2.8

1.2

0.4

2.0

1.2

0.0

0.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

放課後等デイサービス

日中一時支援

移動支援

短期入所（ショートステイ）

児童発達支援

計画相談支援・障害児相談支援

保育所等訪問支援

行動援護

医療型児童発達支援

居宅介護（ホームヘルプ）

福祉型児童入所支援

医療型児童入所支援

居宅訪問型児童発達支援

重度障害者等包括支援

同行援護

今後新たに利用したいサービス

利用しているサービス

（％）

全体(N=252)
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（２）障害福祉サービスに対する不満 

障害福祉サービスに対する不満としては、「利用したい日や時間に利用できない」をはじ

め「サービス内容についての情報が少ない」「利用したいサービスがあるのに条件に合わず

利用できない」などが続いています。 

 

 
 

（３）障害福祉サービスを利用しやすくするために必要なこと 

今後、障害福祉サービスを利用しやすくするために、身体障がいのある子どもの保護者

では「サービスの費用負担を軽減してほしい」、知的障がいのある子どもの保護者では「障

害の特性に応じた方法で情報を提供してほしい」がそれぞれ求められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

20.4

16.0

11.2

9.2

7.3

7.3

1.9

0.0 10.0 20.0 30.0

利用したい日や時間に利用できない

サービス内容についての情報が少ない

利用したいサービスがあるのに

条件が合わず利用できない

子どもが利用できるサービスが少ない

支給決定までに時間がかかりすぎる

身近な施設や事業所を利用できない

建物や設備が障害に配慮されていない

全体(n=206)

（％）

44.0

28.0

56.0

56.0

28.0

36.0

24.0

44.0

52.6

47.4

48.4

47.4

40.0

24.2

26.3

28.4

54.2

49.2

33.9

39.0

30.5

35.6

33.9

28.8

45.9

44.7

38.8

31.8

30.6

27.1

28.2

17.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

どのようなサービスがあるのか、

定期的に情報を提供してほしい

本人に適切なサービスをアドバイスしてほしい

必要なときにすぐに利用できるようにしてほしい

申請や手続きの方法をわかりやすくしてほしい

障害の特性に応じた方法で情報を提供してほしい

申請や手続きを素早くできるようにしてほしい

身近な場所でサービスが受けられるようにしてほしい

サービスの費用負担を軽減してほしい

身体障害者(n=25)

知的障害者(n=95)

精神障害者(n=59)

手帳非所持者(n=85)

（％）

注：上位回答項目を抜粋 

注：上位回答項目を抜粋 
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３ 住まいや暮らしについて 

（１）介助や支援に関する不安や悩み 

介助や支援に関する不安や悩みとしては「精神的な負担」や「経済的な負担」をはじめ、

「何かあったときに介助を頼める人がいない」「障害について学ぶ場が少ない」などが続い

ています。 

 

 
 

 

（２）社会活動に参加しやすくなるために必要なこと 

社会活動に参加しやすくなるために必要なこととして「障害の特性に応じた社会活動に

関する情報の提供」が最も多く求められています。 

 

 

  

41.3

23.0

22.6

22.6

21.8

17.1

16.3

15.1

14.7

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

精神的な負担が大きい

何かあったときに介助を頼める人がいない

経済的な負担が大きい

障害について学ぶ場が少ない

余暇や休養など自分の時間が持てない

仕事に出られない

地域の人や周囲の理解がない

一時的に子どもを預かってくれる場がない

介助者同士のつながりや交流がない

全体(N=252)

（％）

62.7

54.4

42.9

36.9

21.0

13.9

13.1

9.9

2.0

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

障害の特性に応じた社会活動

に関する情報の提供

一緒に活動する仲間がいること

障害の特性に応じたスポーツ活動を

適切に指導してくれる人がいること

施設の利用料や活動費への経済的な支援

芸術・文化活動を適切に指導

してくれる人がいること

スポーツや芸術・文化活動についての

相談窓口が充実していること

施設や公共交通機関のバリアフリー化

介助者や手話通訳などの支援

その他

全体(N=252)

（％）

注：上位回答項目を抜粋 
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４ 理解促進・コミュニケーションについて 

（１）コミュニケーションをとるときに困ること 

コミュニケーションをとるときに困ることについては、８割以上の保護者が「ある」と

回答し、特に知的障がいのある子どもや発達障がいの診断を受けている子どもの保護者ほ

ど多くなっています。 

 

 
 

 

（２）差別や嫌な思いをした経験 

差別や嫌な思いをした経験が「ある」人は約半数を占めています。特に発達障がいのあ

る子どもで、経験がある人が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

44.4

44.0

56.8

47.5

32.9

46.9

36.4

42.1

36.0

33.7

39.0

55.3

42.3

40.0

12.7

16.0

7.4

11.9

11.8

10.3

21.8

0.8

4.0

2.1

1.7

0.5

1.8

凡例（％）

全体(N=252)

【障害区分別】

身体障害者(n=25)

知的障害者(n=95)

精神障害者(n=59)

手帳非所持者(n=85)

【発達障害診断別】

受けている(n=194)

受けていない(n=55)

よくある ときどきある ほとんどない 無回答

45.6

52.0

52.6

55.9

35.3

49.5

32.7

17.1

16.0

11.6

15.3

25.9

16.0

21.8

35.7

32.0

32.6

27.1

37.6

33.0

43.6

1.6

3.2

1.7

1.2

1.5

1.8

凡例（％）

全体(N=252)

【障害区分別】

身体障害者(n=25)

知的障害者(n=95)

精神障害者(n=59)

手帳非所持者(n=85)

【発達障害診断別】

受けている(n=194)

受けていない(n=55)

ある ない わからない 無回答
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（３）障がいに対する周りの人の理解 

障がいに対する周りの人の理解について、「理解していると思う」人は６割以上を占めて

いますが、そのうち「十分に理解していると思う」への回答は数パーセントと僅かです。 

 

 

 

  

2.4

2.1

3.5

60.3

88.0

71.6

50.8

54.1

29.4

12.0

18.9

35.6

34.1

5.6

4.2

10.2

5.9

2.4

3.2

3.4

2.4

凡例（％）

全体(N=252)

【障害区分別】

身体障害者(n=25)

知的障害者(n=95)

精神障害者(n=59)

手帳非所持者(n=85)

十分に理解

していると
思う

ある程度

理解して
いると思う

あまり理解

していない

まったく

理解して
いない

無回答



139 

 

５ 療育・保育・教育について 

（１）支援が必要な子どもに必要なこと 

発育・発達上の支援が必要な子どものために必要なこととして「（８）保育士や教職員が

障害への理解を深めること」「（７）通園・通学先で障害の特性や発達に合わせた支援をし

てくれること」「（14）教育・医療・福祉が連携して子どもを支援してくれること」が上位

に回答されています。  

 

 

  

59.5 

61.5 

57.5 

44.4 

28.2 

19.0 

68.3 

76.6 

58.7 

58.3 

28.2 

16.3 

29.8 

63.1 

52.0 

34.5 

32.1 

31.0 

31.0 

33.7 

32.5 

31.3 

25.8 

18.7 

25.4 

28.6 

33.7 

36.1 

38.9 

28.2 

28.2 

32.9 

4.4 

3.2 

7.1 

16.7 

31.0 

37.7 

2.8 

1.6 

11.9 

7.9 

28.2 

34.9 

23.8 

5.2 

14.3 

23.0 

0.8 

0.4 

0.8 

0.4 

3.2 

6.0 

1.2 

4.4 

5.2 

2.4 

0.4 

1.6 

4.0 

0.4 

0.8 

0.8 

1.2 

1.6 

2.0 

0.8 

0.4 

0.8 

0.8 

3.2 

4.0 

2.0 

0.4 

1.6 

1.6 

2.8 

3.2 

2.8 

3.6 

3.6 

4.0 

2.4 

2.8 

3.2 

3.2 

2.4 

3.6 

3.2 

2.8 

2.4 

4.0 

凡例（％）

全体(N=252)

（１）身近な場所で子どもの発達について

相談できる場所を増やすこと

（２）相談したいときに素早く、

スムーズに相談できること

（３）発育や発達上の課題を早期に

発見できる体制を充実すること

（４）療育施設の定員を増やすこと

（５）市内に小児科を増やすこと

（６）家庭訪問による相談

や指導ができること

（７）通園・通学先で障害の特性や発達

に合わせた支援をしてくれること

（８）保育士や教職員が障害

への理解を深めること

（９）まわりの子どもが障害

への理解を深めること

（10）放課後や夏休みなど長期休業中

に過ごせる場所を増やすこと

（11）通園や通学時の介助や

付き添いを支援してくれること

（12）地域社会との交流

の機会を増やすこと

（13）子どもを一時的に預かって

世話や介助をしてくれること

（14）教育・医療・福祉が連携して

子どもを支援してくれること

（15）学校でインクルーシブ教育

を積極的に推進すること

（16）障がいのある子どもを対象とした

出前講座や体験活動を充実すること

とても必要 どちらかと

いえば必要

どちらとも

いえない

どちらかと

いえば必要

ではない

必要では

ない

無回答
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（２）ペアレントメンターの認知状況 

「ペアレントメンター」を内容まで知っている人は１割未満で、言葉だけ知っている人

と合わせても２割未満と低い状況ですが、精神障がいのある子どもや手帳を持たない子ど

もの保護者では、知っている人がやや多くみられます。 

 

 

 

 

（３）ペアレントトレーニングの参加経験・参加意向 

ペアレントトレーニングに参加したことがある保護者は１割未満と低い状況ですが、ペ

アレントトレーニングへの今後の参加意向は６割以上みられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

7.1

4.2

10.2

9.4

11.5

4.0

10.5

8.5

15.3

80.2

96.0

84.2

79.7

72.9

1.2

1.1

1.7

2.4

凡例（％）

全体(N=252)

【障害区分別】

身体障害者(n=25)

知的障害者(n=95)

精神障害者(n=59)

手帳非所持者(n=85)

言葉も内容も

知っている

言葉を知って

いるが、内容

は知らない

言葉も内容も

知らない

無回答

参加したことがある

7.5%

知っているが参加

したことはない

21.4%

知らない

70.6%

無回答

0.4%

全体(N=252)

ぜひ参加したい

6.0%

機会があれば

参加したい

57.9%

あまり参加したい

とは思わない

19.8%

参加しない

14.7%

無回答

1.6%

全体(N=252)

【ペアレントトレーニングの参加経験】 【ペアレントトレーニングへの参加意向】 
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６ 行政の福祉施策について 

（１）市が力を入れるべき取組 

市が力を入れるべき取組については「医療費の助成や手当の支給など経済的な支援を充

実する」をはじめ、「身近な場所ですぐに相談できる場所を増やす」「就労のための支援や

働く場を増やす」「誰もが障害について学び、理解を深める機会を増やす」などへの回答が

多くなっています。 

 

 
 

  

63.1

59.1

54.8

48.8

47.2

33.7

25.0

18.7

17.5

17.1

14.7

9.9

8.7

7.5

2.4

3.6

0.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

医療費の助成や手当の支給など

経済的な支援を充実する

身近な場所ですぐに相談できる場所を増やす

就労のための支援や働く場を増やす

誰もが障害について学び、

理解を深める機会を増やす

障害福祉サービスを利用しやすくする

医療・保健・福祉に関する情報提供を充実する

参加しやすいスポーツ、芸術・

文化活動、生涯学習を充実する

障害があっても移動しやすい道路や

交通機関など利便性を向上する

災害時の避難支援体制を充実する

財産や権利を守る支援を充実する

住民と障がいのある人がふれあう機会や

コミュニケーションの場を充実する

地域で生活するための住まいを確保する

障害福祉サービスから介護保険サービス

へスムーズに移行できる体制を整える

施設や建物をバリアフリー化する

手話や音声などを活用し

情報を手に入れやすくする

その他

特にない

全体(N=252)

（％）


